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日本医師会の第 3回赤ひげ大賞をいただきました。全国各地でこ

つこつと地域住民のために働いている医師たちの代表として受賞

したものと受けとめています。 

受賞を機会に、山本周五郎の『赤ひげ診療譚』を読み、黒澤明監

督の映画『赤ひげ』を見直し、感じるところがありました。 

赤ひげは、江戸時代の小石川養生処の医師をモデルにした小説で

す。貧しい人々を対象とした養生処には、さまざまな人間模様が展

開します。その中で、赤ひげが、若い鼻っ柱の強い医師に諭す場面

があります。 

「医術などといってもなさけないものだ、長い年月やっていれば

いるほど、医術がなさけないものだということを感ずるばかりだ、

病気が起こると、或る個躰はそれを克服し、べつの個躰は負けて倒

れる、医者はその症状と経過を認めることができるし、生命力の強

い個躰には多少の助力をすることもできる、だが、それだけのこと

だ、医術にはそれ以上の能力はありゃしない」 

「−−現在われわれにできることで、まずやらなければならない

ことは、貧困と無知に対するたたかいだ、貧困と無知とに勝ってゆ

くことで、医術の不足を補うほかはない、わかるか」 

「それは政治の問題だと云うだろう、だれでもそう云って済まし

ている、だがこれまでかつて政治が貧困や無知に対してなにかした

ことがあるか、貧困だけに限ってもいい、江戸開府このかたでさえ

幾千百となく法令が出た、しかしその中に、人間を貧困のままにし

て置いてはならない、という箇条が一度でも示された例があるか」

「問題はもっとまえにある、貧困と無知さえなんとかできれば、病

気の大半は起こらずに済むんだ」 

赤ひげが現代に生きていたら、きっと途上国支援にだまって立ち

上がっていただろうと心を強くしました。 

二ノ坂保喜(バングラデシュと手をつなぐ会 代表理事)
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地域で日夜、献身的、精神的に医療に取り組んでいる医師を顕彰

する第 3 回「日本医師会 赤ひげ大賞」の表彰式が 10 月 31 日、東

京都内で開かれました。日本人初の女性宇宙飛行士の向井千秋氏を

はじめ 11 名の選考委員が、「医療環境整備や社会活動を通じたま

ちづくりへの貢献」など 4項目について、評価し、全国各地の候補

者から 5 名の医師が選考されました。『多職種との連携や、どんな

チーム医療が行われているかに注目した』と言う選考委員や、「ど

の候補者も大変素晴らしく、審査していて頭が下がる思いだった」

と感想を述べる選考委員もいたようです。《地域の住民に寄り添い》

《患者と家族の生活支援》を続けてきた二ノ坂先生やクリニックス

タッフへの素晴らしい顕彰であることに敬意を表します。 

バングラデシュと手をつなぐ会 

二ノ坂保喜 代表（にのさかクリニック院長） 

向井千秋審査員と…会場にて

第 3回赤ひげ大賞受賞者

 

第 3 回 赤ひげ大賞 受賞

 赤ひげ大賞受賞に思う 

産経新聞 2014 年 11 月 1日掲載

右から 岩田 千尋 医師(岩手県) 

    西嶋 公子 医師(東京都) 

    鬼頭 秀樹 医師(徳島県) 

二ノ坂 保喜 医師(福岡県) 

    古川 誠二 医師(鹿児島県) 
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地方で医療従事者を育てる学校を作ろう 

看護学校建設プロジェクト 

2010 年、現地 NGO「ションダニ・ションスタ」のスタッフが、ションダニ病院の抱える課題（医師・看護

師不足）と看護学校の必要性を、時には涙を流しながら訴える姿に心打たれた現地訪問団。現地調査やモデ

ルとなるボロブプール病院の視察などを重ね、看護学校建設を決意。2012 年 2 月地鎮祭で約 2500 名の前での

訪問団の挨拶に、割れんばかりの拍手と歓声が上がり、同行した会員たちは、“一歩踏み出したんだ!”と鳥

肌が立つほど感動…。あれから 2年。少しずつ、少しずつ…着実に工事は進んでいます。 

建設中の看護学校 

（左後方は、ションダニスクール）

《2014 年 11 月現在》

建設予定地：バングラデシュ  

メヘルプール県ガンニ市 

●国際貧困ライン以下で暮らす人の比率（1日 1.25 米ドル以下、2007-2011）43％ 

●成人識字率（15 歳以上、2008-2012）58％ 

●乳児死亡率（1歳未満、2012）出生 1,000 人あたり 33 人 ※日本の約 15 倍 

●妊産婦死亡率（2010 調整値）出生 10 万人あたり 240 人  ※日本の約 50 倍 

●低年齢出産（20－24 歳の女性の内 18 歳前に出産した場合、2008-2012）40％ 

○医師数（2010）5 万 1993 人 ※人口比で日本の約 6 分の 1 

○看護師数（2010）2 万 5018 人 ※人口比で日本の約 40 分の 1 

◎看護師養成機関(2012)  117 校 ※日本の約 14 分の 1 

(出典) ●『世界子供白書 2014』（unicef） ○『YEAR  BOOK  2009』 ◎『HEALTH BULLETIN 2013』 

廊下から

 

 バングラデシュの現状  

医師、看護師、養

成学校の不足によ

り救えない命があ

ります。 

《2014 年 11 月現在》 

教室内
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Shandhani Medical School（仮称） 

２０１６年 7 月開校予定 

 

私たちが建設運営に関わっているションダニ病院は設立以来、慢性的な医師・看護師不足に悩まされてきま

した。バングラデシュでは全国的に医療従事者、特に看護師の不足が大きな問題となっています。なかでも医

師・看護師は都市部に集中する傾向にあり、農村部は極度の医療従事者不足です。また病院医療従事者を養成

する学校自体が少なく、私たちが活動を続けてきた地域（メヘルプール県）には看護学校が存在しません。

このような現状の抜本的な解決方法として 2012 年、私たちは「看護学校建設プロジェクト」に着手しまし

た。これまで私たちが取り組んできた地域に根差した保健医療と高い水準の学校教育の経験を強みに地方で医

療従事者をつくろうというプロジェクトです。今までの《活動》と《思い》と《夢》の延長線上にあります。

新たに建設するメディカルスクールでは、長年私たちが取り組んで

きた『Community  Based  Hospital（地域に根ざした病院=地域医療）』

を教育に取り入れ、農村部や地方の村での医療の実践を学ぶことが大

きな特徴となるでしょう。看護の役割を再認識し、“ケアする社会”

作りができるような、バングラデシュ全体にとってモデルとなる学校

を作りたいと思っています。また、将来的には、日本の医療者･医学生

たちとの交流や相互学習も思い描いています。 

完 成 予 想 図 安 全 な お 産 と  

女 性 の 自 立 を 目 指 し て !! 
スローガン

●看護師養成コース 

1 学年 25 名 3 年課程 

●メディカルアシスタント養成コース 

1 学年 50 名 4 年課程 
 (メディカルアシスト＝医師の補助資格

で、慢性的な病気の治療や、医師のいない

地方の医療を担っている専門職) 

※両コースの一般教養の授業は、隣接する

ションダニスクールの教員が兼務すること

が可能 

ジャパニ小学校(1989)、母子保健センター(1995)、ションダニスク

ール(1999)、そのほかいくつかのプロジェクトの実施によって地域に

ションダニの名前が広がりました。特にションダニスクールは地域の

教育分野において革命を起こしモデル校になり、一気にションダニに

対する地域住民の期待感が高まりました。そして 2012 年末にメディカ

ルスクールの建設開始。その期待がもっと跳ね上がりました。円安や

建設材料の高騰が建設に影響し、なかなか思うように進まない現状が

ありますが、現実を重く認識し、手をつなぐ会と相談しながら開校に

向かって一歩一歩前進したいと思っています。 

バングラデシュと手をつなぐ会カウンターパート…現地 NGO「ションダニ・ションスタ」

 
ションダニ・ションスタ事務局長 

Md. Abu Zafor 

モ ハ メ ド ・ ア ブ ・ ザ フ ォ ル 氏  

コース 
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総工費 1 億円強の巨大プロジェクト 進行中  

建物は鉄筋コンクリート造 5 階建て（開校時は 3 階建て）で現在の

ションダニスクール（小中高一貫、現地 NGO「ションダニ・ションスタ」

が 1999 年に開校）の敷地内に建設中です。看護学校をスクール内に置

くことで、看護学校の一般教養の授業をションダニスクールの教員が

兼務することが可能となります。校舎の建設、備品の購入、自立運営

までの移行期間にかかる費用を考えると、必要資金は 1 億円を超える

見込みです。2014 年 11 月には 3 階までの柱、壁、天井の工事が終わり、

現在、内装工事に取り掛かっています。 内装工事 

これまでを振り返って・・・ 

  
2013 年 10 月 レンガを一つずつ積み重ね 2014 年 7 月

収入 支出 

受取日時 送金額（円） 受取額(Taka) 項 目 詳 細 金額(Taka) 

2012．12.19～ 
2013．03.31 

500 万 4,631,533 建築資材、設備
セメント、レンガ、鉄骨、ワイヤ

ー、ポリ、くぎ、配線、設備.etc 
18,334,724

2013．04.01～ 
2013．09.30 

800 万 6,124,918 建築関係・人件費
建築現場労働者 

エンジニア 
5,805,941

2013．10.01～ 
2014．03.31 

750 万 5,644,013 運搬 トラック、ライトバン 419,697

2014．04.01～ 
2014．09.30 

550 万 4,135,319 事務関係・人件費
建築関係会計監査 

看護学校事務処理の 

ションダニスタッフ 
681,309

2014．10.01～ 
2014．12.07 

600 万 4,104,735 その他
税金(消費税)、銀行の手数料 

その他  
80,433

合計 3200 万 24,640,518 合計  25,322,104

25,322,104－24,640,518=▲651,586Taka   ※赤字(借金状態)が続いています。 

 これまで看護学校建設にかかった収支報告  
期間：2012 年 9 月 1 日～2014 年 12 月 7 日

 多額の助成金や寄付金をいただいております。  

★ 

 

 

★ 

 

今井記念海外協力基金･･･図書室建設や読書整備のため 996,000 円助成（2014 年 3 月～） 

2 階に図書室建設(壁の建設完了、壁、セメント、配線工事、ペンキ塗り、ドア・窓・床のタイル貼りの順

に工事が進む予定) 

国際ソロプチミスト―福岡東クラブ･･･実習室関係の道具や整備のため 200 万円寄付 

医療器具、AV 機器を購入予定 

 

2012 年 2 月 地鎮祭 
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2012 年 12 月の建設開始時には、開校までの予算を約 6,000 万

Taka(約 6,000 万円)で組んでいました。しかし、その後、急激な円

安とインフレによる建設資材費の高騰で、約 1.5 倍に建設費が膨れ

あがっています。日本より送金した金額はこれまで 2500 万 Taka(約

3,200 万円)。やむなく、2 年延ばして 2016 年 7 月開校予定としま

したが、残り 3500 万 Taka(約 4,200 万円)が不足しています。 

 個人の方へのお願い  

 

円安・建築資材の高騰で、資金難 

プロジェクト苦戦中 

2016 年７月に開校するためには、開校許可申請を出す

2016 年２月までに、4000 万円以上を送金し、3 階まで

の建設工事と設備調達を完了しないといけません。 

延期すればするほど建築物への悪影響や余分な支払いが増えて

いくと思われます。これ以上延期することは避けたいと強く願って

います。実現するためにも募金のご協力お願いいたします。 

「看護学校建設プロジェクト支援」お振込み先 

ゆうちょ銀行 01760-５ -142322 

バングラデシュと手をつなぐ会看護学校 

ＳＯＳ 募金のお願い

九州医事新報（2014 年 6月 20 日号）

●ニコニコ募金 

 

 

 

 

●プチボラ募金箱 

小さな募金箱を、あなたの身近な所（ご家庭・職場・学校・ 

サークル等）に置いてください 

月々定額（1,000～3,000 円）を 2019 年 4 月まで自動引き落

としする便利で手軽に出来る継続的な募金システム。 

（要：ゆうちょ銀行の預金口座） 

所定の用紙があります。申し込み受付中!! 

ノクシカタ(バングラの伝統的な刺繍)のモチ

ーフを参考に、つながり隊(ボランティア仲間)

のイメージキャラクターを作成しました。 

 

象：神のつかい  魚：家庭繁栄・豊作  鳥：愛

●イラスト：ゆうちゃん(つながり隊メンバー) 

 

お問い合わせは、 

看護学校事務局へ（℡092－872-1136 にのさかクリニック内）

●募金箱の設置 

受付、店頭、職場に設置 

●チャリティ自動販売機の設置 

売り上げの一部が、自動的に看護学 

校建設プロジェクトに寄付されるシ 

ステムです。 

企業・施設の方へのお願い
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－バングラデシュに看護学校を― 

理事からの緊急メッセージ 
バングラデシュでは田舎の村に来てくれる医師や看護師が少なく、病院スタッフの技術や知識が十分でな

いために救えない命がまだ多くあります。ぜひこのプロジェクトにご支援をお願いします。 

2014 年を振り返ってみると、いろんな事がありました。国際的にも国内的に

も。世界は科学技術の面で進歩していますが、紛争や戦争も絶え間なく続いて

います。その中で手をつなぐ会にとって、ションダニにとってもとても意義あ

る年でした。ジャパニ小学校再建、インフォメーションセンター建設着工、そ

して何よりメディカルスクール建設。着工してからちょうど 2 年。工事は進ん

でいますが、まだまだ程遠いです。現地で医師不在の病院になった事もありま

した。11 月 7 日付けで一人の医師が着任し、頑張っているようです。ご心配か

けました。これまで多くの方々のご協力を頂き、心から感謝し、これからもご

協力をお願い致します。気を緩めることなく、2015 年も一生懸命に働きますの

で、どうぞ応援してください。 

これまでのご支援への感謝と、さらなるご協力のお願い 

ラフマン・モクレスール 

（副代表理事） 

日本経済大学 教授 

メヘルプール県 

カラムディ村出身 

2012 年 5 月 3 日午後 2時頃、蒸し暑い看護学校

建設予定地に私は立ちました。横には、熱心に看

護学校建設への思いを語るザフォル氏。それから

3 年。未だに開校の目処が確実なものとなってい

ません。円安が進む中、バングラのインフレ率も

高く、円換算では、計画当初の 150％増しの資金

が必要と思われます。ザフォル氏と一緒に話した、

地域に根差した看護学校を建設するために私にで

きる事を微力ですがこれからも続けていきます。

そしてガンニの看護学校を訪問し、看護学校の学

生さんと地域の方々の健康について語り合えるの

を楽しみにしています。 
平山正明（副代表理事）ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑさわやかテラス代表

看護学生と地域の健康について語り合いたい 

大木前代表の尊い精神を引き継ぎ、同じ価値観

の下、少しでも建設費を集めようと、独自でも活

動しています。皆さん、特に若い皆さん!!一度私

たちの会を覗いてみて下さい。きっと人生の宝が

見つかるかもしれませんよ! 
牟田壽（理事）元ブリジストン社員

私たちとの出会いで人生の宝が見つかるかも 

河村富美子（理事）看護師

女の子だって手に職をつけて自立したいし、田舎

の町でもちゃんとした教育を受けたい。大きな予

算とたくさんの協力を必要としています。こんな

隅っこまで読んでくれるあなた! 一緒に頑張り

ましょう♪ 

小畑麻乙（理事）医療ソーシャルワーカー

夢をカタチに… 

 

貧しい国にお金を送

っているんじゃないん

です。今より幸せに暮

らすために大事な事を

現地の人たちと一緒に

考えています。 

途上国にあったプライマリ・ヘルスケア 

（ＰＨC）の確立を！ 

バングラと日本の共通の夢であった看護学校の建設

工事が始まりました。皆様の温かい支援金のお蔭で現

在 3 階まで建ち、配線、内装工事と進み準備品が整え

ば、2016 年 7 月に開校します。完成は 5 階建てです。

看護学校建設が最終目的ではなく、安全な建物の中で

医療に対する知識や、技術を学び、女性の自立を促す。

自己や他者の健康を守る教育を永続的に受ける事の出

来る環境を整える事が目的です。 

病める患者さんの気持ちに

寄り添     寄り添える看護師目指して頑

張りましょう! 
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バングラデシュと手をつなぐ会 

私たち 4 人（医師 2 人・看護師 2 人）は、次のテーマを

掲げバングラへ旅立ちました。 

① 看護学校建設の現状を確認する 

② 現地の NGO スタッフと意見交換をし、問題意識を可能

な限り共有する。出来るだけ日本に伝える事が出来る

ようにする 

③ バングラの緩和ケア病棟の現状視察(BSMMU 国立緩和

ケア病棟 ネザムジン教授との出会い) 

④ ボロブプール病院訪問(シスターローズとの出会い) 

⑤ 山形ダッカ友好病院訪問(小林レイ子さんとの出会い) 

⑥ 日本国大使館訪問 

田園風景の中にそびえ立つ看護学校。2年前、地鎮祭で

感動したときのことが蘇ってきた。一通り視察した後、

ションダニスクールの一室で①②の最大のテーマについ

て話し合う。同席した日本人 K さんと N さんから貴重な

意見を頂きました。このミロンを読んで下さってる方、

会の皆様と一緒にこれからのことを考えるきっかけにな

れば幸いです。Kさんは、現在、海外協力隊としてバング

ラ政府・建築局で活動中。医科大学、病院等の設計に関

わりながら、バングラ・農村（ボガイバリ村）に学校建

設プロジェクトを開始。今回 K さんは、インターネット

で「会」の事を知り①支援することで、「援助慣れ」が

生じていないか？②適正な金額で工事が行われている

か？この 2 つ事項を確認するため建設現場を訪問。バン

グラの人が「援助慣れ」してしまうことで、自助努力を

しなくなる。また、努力をしないで手に入ったものは大

切に扱われないと経験からの問題を提起し会議の流れを

評価。「両国が一緒に看護学校建設プロジェクトに取り

組んで行こう」という強い意志が伝わった。バングラと

手をつなぐ会の私たちの活動を見て「バングラの人々と

正面から向かい合っている姿が印象的でした」と、話さ

れた。②バングラ的には建築の基準に合っている。看護

学校の規模を考えると妥当な金額である。ダッカで IT 企

業を営み 7 年になる N さん。全行程同時通訳をお願いし

大変お世話になりました。ある日、Nさんはションダニの

人達に土地を見せて貰った際「お金頑張って集めてくだ

さいね」といわれたそうです。しっかりと会話する機会

を設け正面から向き合うことがプロジェクトを成功させ

る大切な要素だと両氏は結んでいます。何度も何度も対

話し交流を重ね、現地の人達が自分たちの国のこととし

てメヘルプール県のカラムディ村のすぐ側のガンニ市に

現地訪問ツアー報告

バングラに必要なのは物ではなく人 教育が大事―河村富美子 
2014 初 夏 (6 月 )現 地 訪 問 ツアー報 告  《訪問団:二ノ坂代表、河村理事、原口医師、谷口看護師》
 

おそらく1000人以上の善意が詰まった建物のなかで誇り

を持ち医療の専門的知識、技術を学び喜びを感じて社会

に進出しましよう。看護師、他の医療従事者をどんどん

増やし、ゆとりのあるチームナーシングから始めません

か。そして次は、プライマリーナーシングへと取り組め

たらいいですね。バングラで看護教育を展開している小

林レイ子さん（看護師）は「バングラの医療は日本の 30

年前に近い」と言い、ションダニ病院を訪れ先ず感じた

のは“清潔感”スタッフ皆さんの仕事への“責任感と誇

り”が感じられると告げました。初代代表の大木さんが

「道に唾を吐かない、ゴミを捨てない」「村の発展はあ

なた方にかかっていますよ」この言葉は今も生き続け守

られています。ブロブプール病院のシスターローズに見

せている写真は、在宅介護を受ける母のアルバム集です。

「母は 91 歳」に「オーワンダフル」と歓声が。BSMMU 国

立緩和ケア病棟の「ザムちゃん先生」に福岡大学麻酔科

比嘉教授の伝言を伝える。不思議なご縁に導かれるよう

な再会を果たすことが出来た。日本国大使館では、「3

人で日本式の躾が出来る寮母さんになり看護学生を育て

て欲しい」「バングラに必要なのは物ではなく人。この

国に貢献するという志を持った人を育てる、やっぱり教

育が大事」①きちんと挨拶をする②正直であること③時

間や約束を守る。「接遇ですね」と、私達。刺激的で重

みのあるお言葉を沢山頂いて帰国。次回も沢山の人や言

葉に出会えますように。 

シスターローズに 

日本での在宅介護の 

様子を伝える河村理事 

 
日本大使館にて 
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今年の旅の目的はいくつかありました。 

絵画交流－これからどのように発展するか愉しみ!!  牟田 壽 
2014 夏 (8 月 ) 現地 訪問 ツアー報 告 《訪問団：ラフマン理事、牟田理事》

1. インフォメーションセンター建設の打ち合わせ

に参加すること。 

2. NPO 法人 CLASS FOR EVERYONE（代表 高濱氏）

の支援協力で、中古 LAPTOP 15 台を LOCAL に贈呈

すること。 

3. 国際協力財団の支援で 25 年振りに再建されたジ

ャパニスクール（小学校）の落成式に参加し、現

地の人達と喜びを共感すること。 

4. ションダニスクール文化祭に参加すること。 

5. この2つの学校と宮崎にある野尻小学校との児童

絵画交流を推し進めること。（田爪泉さんとの出

会いで始まった企画） 

6. 現地に建設中の看護学校の進度状況を視察する

こと。 

2011年から毎年参加し、今年で4回目になります。

帰国して毎回いつも感じるのですが、なんと表現し

ていいのか…、熱気、情熱、高揚感、居心地の良さ、

信頼、安心感、一体感、喜び、が渾然とした感覚…。

この感覚は、日本に居るときには感じられないエキ

ゾチックで特別なもので、つまり日常から解き放さ

れて、自由な自分がいることを確認させられる旅な

のです。そこには習慣、言葉、文化、宗教などの全

く違う「非日常」と出会うことで、人としての鈍っ

た感覚を呼び覚まされます。来年（2015 年）も STUDY 

TOUR を計画しています。まだ一度もバングラデシュ

に行ったことがない人は、是非私たちの STUDY TOUR

に参加して欲しい！そして自分発見の旅に出て欲し

い!! この TOUR は単なる旅・パックツアーではあり

ません。きっと自分のこれからの生き方を根底から

問い直す貴重な体験旅になるはずです。 

 

11 月 7 日、9 月から医師が不在だったションダニ病院にやっと医師が就任…!! T O P I C  

Dr． Md.Fakhrul Hasan Farhad 
フ ォ ル ・ハ サン ・ フ ァル ファ ー ド 医師  

2013 年にダッカ防衛医科大学を卒業、2014 年 9 月にインタ

ーンシップを終了し、11 月 7 日付けションダニ病院に着任し

ました。カラムディ村は実家から 400 キロ以上離れています。

最初、家族から反対されました。しかし学生時代から農村地域

の住民のために働きたい気持ちを強く持っていたため、家族の

反対を押し切ってこの村にやってきました。カラムディ村の

人々や職員、運営委員、特に事務局長のサポートがあり、また

皆さんの協力もあって、心強く感じています。就任当時、この

地域の方言がよくわからなくて少し困りましたが、今は慣れま

した。ションダニ病院やここの環境は好きです。働く機会を与

えてくださったションダニに感謝しています。皆さんの期待に

応えられる様、精一杯努力します。 

 

 

インフォメーションセンター建設予定地の視察 

ションダニスクールで 

絵画展示交流風景 

ジャパニ小学校落成式

宮 崎 県  野 尻 小 学 校 で 展 示 さ

れているバングラデシュの子

どもたちの絵画 
※村の若者が集える卓球場や図書室
などの施設を切望する声があり、多
目的な利用ができるインフォメーシ
ョンセンターの建設に至りました。 
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バングラデシュと手をつなぐ会 

2014 年後半 活動報告 

2014 年 8 月 27 日 ジャパニ小学校再建・落成式 《参加者：ラフマン・牟田》

1989 年に大木前代表と共に建設したカラムディプルボパラ小

学校(通称：ジャパニ小学校)は、年月とともに老朽化し、今年、

日本国際協力財団(JICF)からの資金協力で、建て替え工事を行い

ました。 

まず、講堂と一教室の屋根を解体し、工事中の仮教室として利

用しました。教室の周りをトタンで囲み、本館の解体、基礎、内

装へと工事が進みました。門や図書室などの整備が残っています

が、約 1年 8 ヶ月間の工事の末、2014 年 8 月 27 日、日本国際協

力財団(JICF)関係者 3名、ションダニスクールの教員や生徒達と

共に、盛大な開校式を執り行いました。現在学校全体の雰囲気も

変わり、生徒の欠席率も下がり、220 名の生徒が安全な教室で高

い夢を抱きながら学習しています。        【ラフマン】

Karamdi Purbopara Primary School 
Constructed by Courtesy of 
Bangladesh Ni Shogakko Wo Tsukuru Kai 
ババンンググララデデシシュュにに小小学学校校をを作作るる会会  
代代表表  大大木木  松松子子  

 

President   

Oki Matsuko  
Year: 1989 AD 

 

 
ジャパニ小学校の建設に貢献した団

体・代表名が刻まれた２つのプレー

トが、小学校の入口に設置されてい

ます。 

上）大木前代表の顕彰プレート 

下）JICF の顕彰プレート 

 インフォメーションセンター＆ミシン教室 建設工事開始 《地鎮祭参加者：ラフマン・牟田》

11 月 21 日、かねてから念願であったインフォメーションセンター＆ミシン教室の地鎮祭が行われ、建

設工事が始まりました。建設地は、研修生のプライバシーや業務などを考慮し、ションダニ病院の敷地内

に変更しました。Bridgestone(ちょボラ募金 80 万円)と JICA(966,000 円)からの資金協力の下、2015 年 2

月までに完成する予定です。完成したら、1階はミシン教室、2 階は図書室・卓球場･パソコンルーム･研

修室など多目的に利用できるインフォメーションセンターになる予定です。完成が待ち遠しいです。 

※写真は 2014 年 12 月に撮影されたものです。                        【ラフマン】
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能古島青少年

育成協会の伊高

さんが主催する

「夏休み能古島

自然教室」で、国

際交流に関する

■能古島出張講演 

看護学校建設に関するパネル展示ブースと民芸品・

紅茶販売ブースで参加しました。天気に恵まれ、来場

者も多く、“みんなで楽しもう!”という実行委員会（市

田実行委員長、待鳥副実行委員長）の思いに適った賑

やかで楽しいひとときになりました。   【笠松】

2014 年 7 月 23 日～8月 28 日  能古島アイランドパーク 

■さわら地域チャリティ「ひろば」

2014 年 10 月 19 日（日）にのさかクリニック駐車場＆周辺 2014 年 10 月 19 日（日）にのさかクリニック駐車場＆周辺 2014 年 10 月 19 日（日）にのさかクリニック駐車場＆周辺 

●オカリナ演奏 
ひまわり 

●大道芸 
南京玉すだれ

●ジャズボーカル
NANAKO 

●キッズダンス 
ミホ☆JFH 

コンサート出演者

積極的な子ども達

■五ケ山コンサート 

16 年目を迎える地球市民どんたく。今年のテー

マは“こんなに身近な世界と福岡”。福岡を拠点

と頑張っている団体が実行委員を結成し、当会も

参加して企画運営。19 団体の活動内容が各ブース

で紹介されました。         【原澤】

2014 年 9 月 15 日（月・祝）五ケ山豆腐店（東背振山麓） 

■国際協力フェスタ 地球市民どんたく 2014 

2014 年 11 月 16 日（日）アクロス福岡交流ギャラリー 

問題：バングラデ

シュの「バングラ」

は《ベンガル人の》

を 意 味 し て い ま

す。「デシュ」は？

正解：《国》 

クイズ

 

アミカス全体を会場にして、30 団体以上が参加

した年に 1 度の記念祭に、今回展示ブースとミニ

セミナー開催で初参加しました。他団体からの学

びが多く、また、大木前代表や二ノ坂代表・ラフ

マン氏の知名度の高さ、会の歴史を再認識でき、

会員同士の親睦も図れ、有意義な 2 日間でした。

                 【笠松】

■アミカス記念祭☆2014 
心強い支援者・松尾さんのお店『たこ道楽』の

ギャラリーで、定例になりつつあるバザーをして

いる様子が新聞に掲載されました。そのお陰で、

新聞読者の T.O さんと素敵な出会いが出来、彼か

ら、1円がぎっしり詰まった募金箱を頂きました。

彼の人柄、物を大切にする心に出会えて嬉しかっ

たです。              【牟田】

2014 年 11 月 1 日（土）～2（日）アミカス ■『たこ道楽』バザー＆一円募金 

パネル展示風景 

地元での活動が掲載 2014 年 10 月 4 日 朝日新聞 

盛況なバザー会場 講座（全 10 回・計 500 名）を行ないました。 

小学校 3 年生から 6 年生が対象、分かりやすく伝

えることや言葉の選び方など、私たちにとっても

学びになりました。思いもよらない質問が飛び出

したり、バングラデシュ人が参加したり、毎回と

ても楽しい時間となりました。    【小畑】

民芸品、紅茶と共に、活動報告 

東背振山麓、第 8回の音楽会は、柔 

らかな日差しのなか、五ケ山豆腐店の 

お食事処｢山法師｣の庭で行われました。毎年、この 

自然豊かな広場で行うコンサート、今 

年が最後になるかもとお話されました。 

オカリナコンサートが続くなか「Ｔ子さん楽しんで

ますか～」と、壇上から声かける二ノ坂先生。静かな

微笑みを投げかけ手を挙げて応える満面の笑みのＴ

子さん。そのやりとりに、みんなが拍手を送り、ギタ

ーとオカリナのやさしい音色とさわやかな風が、心の

中に染み渡る癒しの空間でした。 

気付けば、ご家族と車いすで参加された方、クリニ

ックのスタッフのみなさん、ボランティアのみなさん

がいつになく多く、心に残る優しい時間を過ごす事が

出来ました。また、バングラの民芸品をたくさん買っ

て頂きありがとうございました。     【河村】
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バングラデシュと手をつなぐ会では、現地ＮＧＯ「ションダニ・ションスタ」とともに、バングラデ

シュ西部のメヘルプール県・カラムディ村やその周辺地域で、25 年にわたり《教育》《保健医療》《生

活向上》の分野で支援活動を行っています。 

① 教育(ジャパニ小学校、奨学金制度、仔牛の奨学金プロジェクト、ションダニスクール、看護学校建設) 

② 保健医療（ションダニ病院、巡回健診、サテライトクリニック） 

③ 生活向上（子牛貸出制度、足踏みミシンの職業訓練） 

●現地（バングラデシュ）での活動

 事 業 内 容   

●国内での活動  

① 総会（毎年 5 月）、理事会（毎月 1回）、看護学校定例会（毎月 1回）による活動方針の決定や運営 

② 会報誌『ミロン』を年 2 回、6月・12 月に発行 

③ 現地訪問の実施、報告会実施、報告書作成 

④ バングラ料理教室、チャリティバザー、チャリティコンサートなどの開催 

⑤ 出張講座や各種イベントでのブース出展などにより、活動紹介 

⑥ 看護学校建設プロジェクト 

特定非営利活動法人バングラデシュと手をつなぐ会 

西新事務所 

〒814-0002 福岡市早良区西新 5-4-20 

TEL/FAX 092-844-1369 

http://tewotunagukai.com/ 

手をつなぐ会の活動全体の支援 

ゆうちょ銀行 01720-2-10442 

特定非営利活動法人 

バングラデシュと手をつなぐ会 

看護学校建設プロジェクト特設事務局 

〒814-0171 福岡市早良区野芥 4-19-34 

にのさかクリニック内 

http://bangla-nts.jimdo.com 

看護学校建設プロジェクト支援 

ゆうちょ銀行 01760-5-142322 

バングラデシュと手をつなぐ会看護学校

ミロン136号は二ノ坂代表の赤ひげ大賞受賞を記念

して、これまでの看護学校建設プロジェクトをまと

めた特別編集となりました。誌面の関係で募金をし

てくださった方のお名前をご紹介できませんでし

たので、次号 137 号にまとめて掲載させていただき

ます。ご了承ください。発行にあたり、Ｍさんのサ

ポートとご尽力に、心から感謝申し上げます。 

看護学校建設プロジェクト事務局 笠松範子

会 報 名

 

 

発 行 責 任 者

 

表 紙 ・ 監 修

編集実務担当

校 正 担 当

ミロン 136 号 2014 年 12 月発行 

※「ミロン」は、ひとつになる、手を

つなぐという意味のベンガル語です。

二ノ坂保喜 

(バングラデシュと手をつなぐ会 代表)  
小畑麻乙 

笠松範子 

河村富美子 

Milon編 集 後 記  
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